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BIツールを活用した

新しい取組について

デジタル化推進本部事務局

(総務部 情報戦略課)



情報戦略課が考える

データ利活用
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全庁的に実施するデータ利活用について
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★EBPM（Evidence Based Policy Making）の推進
→データを重視した政策立案を全庁定着

★データ間連携の推進
→保有するデータをフル活用して市民も職員も効率化

これらを実現するためには、

○各課が保有するデータが、利用しやすい形で公開されていること
○職員自身がデータを扱えるよう、能力・ツールを充実させること

が必要。これまでもオープンデータの推進やデータ分析に関する研修等を実施
してきたが、より高度化していくために「BIツール」を活用していく。

今回は、地域振興部からの相談を受け、「地域カルテ」の項目について作
成（これにより「地域カルテ」は廃止）した事例について紹介。



BIツールとは？
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BIツールとは？（Business Intelligence ビジネス・インテリジェンス）

企業や組織が、今後の方針を検討・決定する際等に活用される支援ツール。
データを収集、分析し、視覚化することで意思決定を迅速かつ高度化できる。
他自治体では、市の状況を可視化し、HP上で公開する等で活用されている。

BIツールの紹介

BIツールでまとめて・・・

データを準備して集めて・・・

分析や可視化に活用！
選択ボタンで抽出条件を設定！
あらかじめダッシュボードを作成しておけば
参照元のExcelデータが更新されれば
半自動的に最新数値に更新できる！



実際の画面
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（仮）とよたデータボード トップ画面（Tableau Public）
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情報戦略課アカウントで一元管理
紹介ページを市HPに別途新設予定



【全市域】豊田市における1995年-2040年の人口推移（推計）
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令和2年度国勢調査のデータを可視化
（既存地域カルテ掲載内容）



【下山中学校区】豊田市における1995年-2040年の人口推移（推計）
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特定の中学校区のみを抽出、可視化



【益富中学校区】令和3年度市民意識調査 まちの満足度
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令和3年度市民意識調査のデータを可視化
（既存地域カルテ掲載内容）
特定の中学校区・世代で抽出可能



【益富中学校区 30代】令和3年度市民意識調査 まちの満足度
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令和3年度市民意識調査のデータを可視化
（既存地域カルテ掲載内容）
特定の中学校区・世代で抽出可能



【益富中学校区 30代 農作物の地産地消】令和3年度市民意識調査 まちの満足度
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特定項目をハイライトし、全市域の結果と
どの程度順位に差異があるか確認可能



豊田市内事故マップ（2019-2022）
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警察庁オープンデータを活用
市内事故の状況を可視化
月・時間帯・事故内容等で抽出可能
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【12月・人対車両のみ】豊田市内事故マップ（2019-2022）

12月の人対車両の
事故のみ抽出
左上の事故箇所クリックで
ストリートビュー起動
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連動【Googleマップストリートビュー】豊田市内事故マップ（2019-2022）



BIツールのメリット

今後について

15



BIツールで可視化・分析することのメリット
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• 複数ある元データを紐づけた可視化が可能。
（例：人口データ×地図データ 等）

• ダッシュボードと呼ばれる画面に様々なグラフを掲載可能。

• あらかじめ準備した条件ボタンをクリックするだけで、諸条件を変更したグラフ
を表示可能（例：アンケート結果グラフを性別・年代・地区で変化）。

BIツールを閲覧するだけで、これまで以上にデータに基づいた政策決定を
実施可能！
BIツールで可視化するために、データを「より大切に」という意識を醸造。



今後の方針
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• BIツール活用には元データが不可欠のため、庁内データのオープンデータ化
を一層推進する。

• 以下のように2つのBIツールを使い分けてダッシュボードを作成し、各種会議
や市民とのディスカッション等で活用することで、EBPMを推進する。

ツール種類 ダッシュボード
作成者

ダッシュボード
活用者

インターネットの公開有無

Tableau Public 情報戦略課 各課職員・市民 有
※作成したものは
「（仮）とよたデータボード」
として全公開を予定

PowerBI 各課職員 各課職員 無
※庁内での分析・可視化
を前提に利用


